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国・地域
現地通貨

ベース
円ベース

現地通貨

ベース
円ベース

香港 ▲3.2% ▲6.2% 32.7% 27.7%

シンガポール 2.0% 0.9% 24.8% 30.0%

オーストラリア ▲3.1% ▲2.8% 8.2% 11.9%

アジア・オセアニア ▲1.8% ▲2.4% 15.4% 17.9%

日本 5.2% 5.2% ▲1.4% ▲1.4%

米国 ▲4.4% ▲7.3% 0.1% ▲2.9%

グローバル ▲2.8% ▲4.7% 3.7% 3.3%

当月騰落率 過去1年騰落率

2018年2月07日 グローバル・リート市場の振り返り（2018年2月） 
2018年1月16日 アジア・オセアニアのリート市場の動向（2017年12月） 

（No.2,969） 
〈マーケットレポートNo.5,867〉 

2018年2月15日 

長期金利が上昇する中、まちまちの動き 

 アジア・オセアニアのリート市場は、米国の長期金利上昇を契機とした世界的な株安の影響から足元で調整

局面を迎えています。当面は、金利変動が急速に高まったことに伴うリート価格への影響が見込まれますが、

一定の織り込みが進んだ後には、景気回復を背景とした業績動向などに注目が集まり、見直し買いが入ると

思われます。他の主要リート市場との比較において、相対的に配当利回りが高く、財務状況が良好なアジア・

オセアニアのリート市場は、今後も底堅い動きが期待されます。 

好業績や相対的に良好な財務状況から底堅い動き 

 18年1月のアジア・オセアニアのリート市場を現地通

貨ベースで見ると、長期金利が上昇する中で、香港

市場とオーストラリア市場は下落する一方、シンガ

ポール市場は上昇しました。 

 シンガポール市場は、17年のGDP成長率が政府予

想の上限に達するなど景況感が改善し、金利上昇

の影響を受けながらも小幅に上昇しました。 

 香港市場は、長期金利が上昇ペースを強める中で、

利益確定売りに押され、下落しました。 

 オーストラリア市場は、海外から波及した金利上昇

の影響などを背景に下落しました。 

1月はまちまちの動き 
金利上昇下、シンガポールは上昇 

 18年1月の騰落率は円ベースで見ても、まちまちの

動きでした。1月は円相場が各通貨に対して円高と

なり、為替効果がマイナスに寄与しました。 

 過去1年間の騰落率を円ベースで見ると、グローバ

ル・リート市場が＋3％にとどまる中、アジア・オセアニ

ア市場全体では＋18％の上昇となるなど、相対的

な好調さを維持しています。 

円ベースもまちまち 
為替要因はマイナス寄与 

（注）データはS&P先進国REIT指数の各国・地域REIT指数（配当込）。 
     過去1年騰落率は、2017年1月末～2018年1月末。 
（出所）FactSetのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

アジア・オセアニアのリート市場の動向（2018年1月） 

【各国・地域の騰落率】 

【円ベース指数の推移】 

（注）データはS&P先進国REIT指数の各国・地域REIT指数（配当込）。 
     2017年1月末～2018年1月末。2017年1月末を100として指数化。 
（出所）FactSetのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/asia_oceania/news180116as.html
http://www.smam-jp.com/documents/www/market/report/lastmonth/global/greit201802.pdf

